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Oita City is planning on opening a new Prefectural Art Museum in the spring of 2015. The current development plan 
is for it to be built along the main street in the city. Many residents are expecting it to be a hub for local arts and 
cultures. However, there is rising concern that it will not be seen as part of the city, but as a simple art museum.  
This study looks into local perspectives on the matter, in hopes that the museum construction will use its placement 
on the main road in the city to become one with its residents, and foster a desire to visit the site. 
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1. 研究の背景と目的  

現在、大分市では新県立美術館の建設や中央通りの整備計画が

進行している。新県立美術館については現在建設中であり、平成

27 年春にはオープンを予定している1）。県民待望の新県立美術

館は、県の芸術文化の中心拠点になると予想されるが、それを実

現するためには、そこに至るアプローチの整備が必要不可欠と考

えられる。しかし、現状では美術館に至るまでのアプローチ道路

は、景観向上のための整備計画は特に見られない。また、これら

の区間は新県立美術館を訪れる人々にとって、芸術文化に触れる

心理的アプローチとしての役割が期待されるところである。 

そこで本研究では、これらの区間を含む地域住民・事業所が現

状や修景に対してどのような意識を持っているかを把握するこ

とを目的としてアンケート調査を行い、その結果を踏まえ、景観

向上のための景観デザインを検討することにした。 

 

2. 調査対象について 

2-1. 調査対象地区 

 新県立美術館は図-1 に示すように、大分市寿町に建設される

予定であり、本研究では美術館が完成することで利用者が増加す

ると思われる昭和通り交差点から中春日交差点までの間の、美術

館建設予定地に接する約800mの区間を対象とした。 

2-2. 新県立美術館建設の経過 

県立芸術会館は、昭和52年に美術館機能と舞台付きホール機

能を持つ複合施設として、大分市に開館した。しかし、時間の経

過とともに機能面での課題が浮き彫りになり、施設や設備の老朽

化が進み、新たな美術館が必要であるとの声が高まった2）。この

ようなことを踏まえて、同市寿町に新しい県立美術館が建てられ

ることとなった。 

県は、「大分らしい美術館」を基本コンセプトとし、「大分スタ

イルのどこにもない地域の美術館」、「県民が自分たちの応接間と

思える美術館」の2つを具体的なコンセプトとして掲げている1）。 

 
 

 

 
【図-1】研究対象区間 

 

3. 研究方法 

3-1. 研究の位置づけ 

まず、本研究に関係する先行研究をレビューした。街路樹・看

板等の道路景観に関する既住研究としては、街路樹の実態調査と

緑に対する意識調査を行った研究
3）や、街路樹に対する住民意

識を対象とした研究
4）、街路樹選択の際の住民と専門家の考え

方の考察を行った研究5）、防犯看板と住民意識との関係を対象と

した研究6）がある。また、アンケート調査等の住民参加に関する

既住研究としては、水害時の住民の意思決定等を調査した研究7）

や、まちづくり事業に対する住民の意識を調査した研究8）がある。 

これらのように、看板・街路樹だけに着目した事例や、研究対

象の地域と住民意識との関係性を把握することだけが目的の研

究事例はいくつか見受けられるが、本研究のように大規模建築物

とアプローチ道路を対象とし、景観向上を図るといった研究はあ

まり見られない。 

3-2. 現況調査 

まず、当該区間の現在の植栽状況、歩道の状況を把握するため

に、現況調査を実施した。調査の結果、街路樹には主に「ホルト 

ノキ」が採用されており、歩道幅員は約6.2mで、歩道デザイ

ンにはブロック舗装が採用されていることがわかった。しかし、
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美術館へのアプローチとしては適切とは思えない現状も多数見

られた。以上のことから、当該区間は景観向上のための道路修景

を行い、新県立美術館と一体性があるような街路空間に変えてい

く必要がある。 

3-3. アンケート調査 

次に、アンケート調査を実施するために必要となる調査票を作

成した。具体的には、当該区間の現状に対する満足度、「ホルト

ノキ」についての認知度、本調査で列挙した候補樹種に対する印

象、新たな樹木の植樹希望の有無、新たな歩道デザインの導入希

望の有無、当該区間の修景が完成した場合に生じると想定される

影響・効果に対しての評価等を質問項目として設けている。 

また、候補樹種に関しては、まず当該区間の将来像として、①

小ぶりな樹木を導入した都会的雰囲気を持つ空間、②大木となる

樹木を取り入れた緑量豊かな空間の二つを提示し、その候補樹種

として①については「ハナミズキ」、「ステラピンク」、「サルスベ

リ」、「ハクモクレン」、「コブシ」、「シダレヤナギ」の6種類を挙

げ、②については「アメリカフウ」、「シマトネリコ」、「トウカエ

デ」、「カツラ」、「ユリノキ」、「ナンキンハゼ」、「エゴノキ」の7

種類を挙げた。 

そして作成した調査票を基にして、アンケート調査を実施した。

調査対象者は、当該区間の沿線住民をはじめ、近隣地域の住民及

び事業所（全てゼンリン住民地図より抽出）とし、調査方法は、

発送・回収とも郵送法を採用した。発送数は、住民が214枚、事

業所が124枚の合計338枚である。調査・回収期間は平成25年

11月11日～11月27日までとし、回収した調査票は住民が66枚、

事業所が38枚の合計104枚となり、回収率は30.8％となった。

図-2に調査対象区域を示す。 

アンケートの集計方法には単純集計、因子分析を用い、住民・

事業所の意識分析を行った。当該区間の修景が完成した場合に生

じると想定される影響・効果に対する評価の設問では、因子分析

により設問項目の集約を試みた。 

 

【図-2】アンケート調査対象地区 
 

4. 分析結果 

4-1. 現状に対する満足度 

当該区間の現状への満足度に対する設問で、最も多かった回答

が、「住民」では、「何ともいえない」(51.7%)であった(図-3)。ま

た、「とても満足度している」「満足している」を合計した38.4%

がこの区間に対して満足していると考えられる。 

一方、「事業所」でも「何ともいえない」(51.4%)が最も多い回

答となり、「満足している」と回答した割合は34.3%となった。   

両者の満足度の要因として最も多かった回答は「歩道の幅員」

(27.3%)であり、「歩道の歩きやすさ」(18.2%)「区間全体の総合的

景観」(12.7%)と続く(図-4)。このことから、住民・事業所は歩道

の利便性については満足しているといえる。しかし、「歩道の色

やデザイン」や「道路周辺の看板のデザイン」等の値が低いこと

から、デザインについてはあまり満足していないと考えられる。 

さらに全体の満足度を見てみると「何ともいえない」と「あま

り満足していない」、「満足していない」の割合が合わせて63.2%

であるので、総合の満足度は高いとはいえない。ゆえに改善の余

地があると思われる。 

 

【図-3】満足度について 

 
【図-4】満足度の要因(全体) 

 
4-2. ホルトノキについての認知度 

ホルトノキについての認知度では「知らなかった」と回答した

割合が住民で52.3%、事業所で68.4%と、どちらも半数以上が対

象区間にホルトノキが植えられていることを知らないという結

果になった(図-5)。このことから両者とも、街路樹に対する関心

が低いことがわかった。 

一方、「知っている」と回答した割合は住民の方が多い結果と

なっている。これは事業所より、住民の方がその土地に対する愛

着心が強いためだと考えられる。しかし、住民の回答については

「知っている」と回答する割合が半数以上は欲しいところである。 

現在植えられている樹木でさえ知らない人が多いため、まずは

街路樹に対する関心を持ってもらうことが大切である。 
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【図-5】ホルトノキの認知度 
 

4-3. ホルトノキについての印象 

 ホルトノキについての印象を問う設問については、「良い」と

回答した割合が住民で42.2%、事業所で35.1%となり、ともに「良

い」と感じている割合が比較的多いが、「どちらでもない」、「あ

まり良くない」、「良くない」と回答した割合が半数以上を占めて

いる(図-6)。この結果は彼らが道路を利用するにあたって、当該

区間の街路樹である「ホルトノキ」を重要視していないことを示

している。新しい美術館が完成するにあたり、景観向上のための

整備計画がない現状に加えてこのような結果では、美術館の雰囲

気だけが孤立してしまい、周辺の景観や雰囲気と一体性を持たな

くなる可能性がある。以上の現状や結果を踏まえると、当該区間

の修景が必要であることが示されたと思われる。 

 

【図-6】ホルトノキの印象 
 

4-4. 街路樹の希望樹種 

 本調査で列挙した候補樹種に対する印象については、まず始め

に提示した2つの将来像をどちらかひとつ選択してもらった。全

体的には、「都会的雰囲気を持つ空間」が好まれている(図-7)。次

に、選択した将来像に分類される樹木に対して、それぞれ「良

い」：2点、「まあ良い」：1点、「普通」：0点、「あまり良くない」：

-1 点、「良くない」：-2 点の 5 段階で評価してもらった。それぞ

れの樹木について評価の平均点を算出した結果、全体的には「都

会的雰囲気を持つ空間」については「ハナミズキ」が好まれてお

り、「緑量豊かな空間」については「カツラ」が好まれているこ

とがわかった (表-1)。その内訳として、住民は「都会的雰囲気を

持つ空間」については「ハナミズキ」と「サルスベリ」をよく好

み、「緑量豊かな空間」については「カツラ」と「ユリノキ」を

よく好んでいる(表-1)。また、事業所では「都会的雰囲気を持つ

空間」について「ハナミズキ」と「ステラピンク」がよく好まれ、

「緑量豊かな空間」については「カツラ」と「エゴノキ」がよく

好まれている(表-2)。 

 

【図-7】将来像について 
 

【表-1】候補樹種の評価(全体) 
都会的雰囲気を持つ空間 緑量豊かな空間 

評価点 樹種 評価点 樹種 

1.42 ハナミズキ 1.00 カツラ 

0.50 サルスベリ 0.42 ユリノキ 

0.48 ステラピンク 0.23 アメリカフウ 

0.43 コブシ 0.19 エゴノキ 

0.32 ハクモクレン 0.13 シマトネリコ 

-0.85 シダレヤナギ 0.043 トウカエデ 

― ― -0.087 ナンキンハゼ 

 

【表-2】候補樹種の評価(住民) 
都会的雰囲気を持つ空間 緑量豊かな空間 

評価点 樹種 評価点 樹種 

1.60 ハナミズキ 0.94 カツラ 

0.71 サルスベリ 0.47 ユリノキ 

0.58 コブシ 0.13 アメリカフウ 

0.38 ステラピンク 0.12 トウカエデ 

0.27 ハクモクレン -0.067 シマトネリコ 

-0.84 シダレヤナギ -0.071 エゴノキ 

― ― -0.12 ナンキンハゼ 

 

【表-3】候補樹種の評価(事業所) 
都会的雰囲気を持つ空間 緑量豊かな空間 

評価点 樹種 評価点 樹種 

1.17 ハナミズキ 1.10 カツラ 

0.64 ステラピンク 0.71 エゴノキ 

0.39 ハクモクレン 0.50 シマトネリコ 

0.22 サルスベリ 0.43 アメリカフウ 

0.22 コブシ 0.29 ユリノキ 

-0.87 シダレヤナギ 0.00 ナンキンハゼ 

― ― -0.14 トウカエデ 
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4-5. 歩道デザイン 

 現在、当該区間の歩道デザインにはブロック舗装が採用されて

いるが、歩道デザインは街路樹と同様に周囲の景観に影響を与え

る。そこで、歩道デザインについての設問も設けた。 

「通常のアスファルト舗装」「カラーで着色したアスファルト舗

装」「ブロック舗装」の3種類を列挙し、どのデザインが当該区

間に相応しいか回答してもらった。その結果、住民・事業所で多

少の差はあるが、両者で「通常のアスファルト舗装」はあまり好

まれず、「カラーで着色したアスファルト舗装」と「ブロック舗

装」が同程度の割合となった(図-8)。 

 

 

【図-8】歩道デザインについて 
 

4-6. 修景による効果 

 当該区間の修景が完成した場合に生じると想定される影響・効

果については、他の研究事例を参考にして表-3 の左欄に示す 12

項目を設定した。 

それぞれどの程度の効果が得られると感じたか、「大変効果あ

り」「効果あり」「普通（変わらない）」「あまり効果なし」「全く

効果なし」の5段階評価尺度からの択一形式で尋ねた。次に、そ

れぞれの回答に対して「大変効果あり」に5点、「効果あり」に

4点、「普通(変わらない)」に3点、「あまり効果なし」2点、「効

果なし」に1点という評点を与え、数値化した。 

住民で平均値が最も高かったのは「道路の美観向上」(4.4点)、

次いで「周辺の景観向上」(4.3点)、「地域の環境美化につながる」

(4.1点)となった。事業所では住民と同様に「道路の美観向上」(4.3

点)が最も平均点が高く、次いで「地域のイメージ向上」(4.1点)、

「周辺の景観向上」(4.1点)となった。 

次にこれらの効果について、住民・事業所で有効回答のあっ

たそれぞれ54、37個のデータを対象とし、効果の12項目を集約

するために因子分析を試みた。全体、住民、事業所で因子分析を

行った結果をそれぞれ表-4、表-5、表-6に示す。因子負荷量を基

に各因子を解釈する。 

 全体で因子1に最も強く影響しているのは、「ごみのポイ捨て

防止」で、次いで「道路利用者のマナー向上」となっている。こ

のことから因子1を「マナー向上因子」と解釈した。因子2に最

も強く影響しているのは「地域での交流増加」で、次いで「地域

の活性化」となっている。このことから因子2を「交流因子」と

解釈した。因子3に最も強く影響しているのは「周辺の景観向上」

で、次いで「道路の美観向上」となっている。このことから因子

3を「景観向上因子」と解釈した。 

住民で因子1に最も強く影響しているのは、「ゴミのポイ捨て

防止」で、次いで「道路利用者のマナー向上」となっている。こ

のことから因子1を「マナー向上因子」と解釈した。因子2に最

も強く影響しているのは「周辺の景観向上」で、次いで「道路の

魅力の再発見」となっている。このことから因子2を「景観向上

因子」と解釈した。因子3に最も強く影響しているのは「地域の

活性化」で、次いで「地域での交流が増加」となっている。この

ことから因子3を「交流因子」と解釈した。 

 事業所では因子1に最も強く影響しているのは、「道路利用者

のマナー向上」で、次いで「ゴミのポイ捨て防止」となっている。

ゆえに、住民と同様に因子1を「マナー向上因子」と解釈した。

因子2に最も強く影響しているのは「地域での交流が増加」で、

次いで「地域の活性化」となっている。このことから住民の因子

3と同様に、因子2を「交流因子」と解釈した。因子3には1つ

の変数しかなく、「景観向上因子」と解釈した。 

 全体、住民、事業所で集約されたそれぞれ 3 つの因子を表-7

に示す。住民・事業所は共に因子1が「マナー向上」となったた

め、全体の結果も因子1が「マナー向上」となった。このことか

ら、住民・事業所の多くは修景によって、道路利用者のマナーが

向上することを評価していると考えられる。 

因子2・3については住民と事業所で意見が分かれた。住民で

は因子2が「景観向上」となったことから、交流が増加すること

より景観が向上することを、より評価していると考えられる。一

方で事業所は住民とは異なり、景観の向上より交流の増加を評価

していると考えられる。 

全体的には因子2が「交流」に、因子3が「景観向上」となっ

たことから、当該区間の利用者の多くは修景によって地域の交流

が増加することをより評価しており、次いで景観が向上すること

を評価している。また、以上の結果から、住民・事業所の意識の

差異はほとんど見られないことがわかった。 

 

【表-4】因子分析の結果(全体) 
  因子1 因子2 因子3 

ゴミのポイ捨て防止 0.844 0.203 0.132 

道路利用者のマナー向上 0.827 0.214 0.226 

地域の環境美化 0.755 0.159 0.300 

道路美化活動につながる 0.678 0.218 0.357 

地域に愛着心が湧く 0.611 0.514 0.310 

地域での交流が増加 0.165 0.905 0.019 

地域の活性化 0.202 0.684 0.161 

周辺の景観向上 0.078 0.182 0.682 

道路の美観向上 0.282 -0.114 0.635 

道路の魅力の再発見 0.274 0.204 0.581 

寄与率 27.5% 17.9 % 16.7 % 

累積寄与率 27.5% 

 

45.4% 

 

62.1% 
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【表-5】因子分析の結果(住民) 
  因子1 因子2 因子3 

ゴミのポイ捨て防止 0.815 0.000 0.142 

道路利用者のマナー向上 0.803 0.107 0.126 

地域の環境美化 0.760 0.272 0.114 

地域に愛着心が湧く 0.700 0.343 0.347 

道路美化活動につながる 0.652 0.302 0.248 

周辺の景観向上 -0.093 0.739 0.156 

道路の魅力の再発見 0.290 0.649 0.050 

地域に誇りを持つことができる 0.473 0.527 0.301 

地域のイメージ向上 0.420 0.503 0.286 

道路の美観向上 0.163 0.501 -0.073 

地域の活性化 0.201 0.120 0.799 

地域での交流が増加 0.198 0.028 0.792 

寄与率 28.4% 17.2% 14.2% 

累積寄与率 28.4% 45.5% 59.7% 

 

【表-6】因子分析の結果(事業所) 
  因子1 因子2 因子3 

道路利用者のマナー向上 0.853 0.321 0.295 

ゴミのポイ捨て防止 0.784 0.334 0.326 

道路美化活動につながる 0.740 0.218 0.358 

地域の環境美化 0.726 0.245 0.292 

地域での交流が増加 0.151 0.911 0.011 

地域の活性化 0.177 0.717 0.200 

地域に愛着心が湧く 0.561 0.707 0.113 

地域に誇りを持つことができる 0.364 0.643 0.161 

道路の美観向上 0.334 -0.047 0.938 

寄与率 27.9% 

 

25.0% 

 

16.2% 

 累積寄与率 27.9% 

 

52.9% 

 

69.1% 

  

【表-7】集約された因子 
 因子1 因子2 因子3 

全体 マナー向上 交 流 景観向上 

住民 マナー向上 景観向上 交 流 

事業所 マナー向上 交 流 景観向上 

 
5. まとめと今後の予定 

本研究は、「新県立美術館」へといざなう区間を、アプローチ

として相応しいものに修景するために、住民・事業所を対象にア

ンケート調査を行い、その区間に望ましい樹種とデザインを検討

したものである。景観評価実験は今後の予定であるので、アンケ

ート調査で得られた主要な結果をまとめる。 

当該区間の現状に対する満足度では住民・事業所の多くは「何

ともいえない」と回答している。また、現在植えられている「ホ

ルトノキ」に対する認知度も住民・事業所ともに高くはない。こ

の結果では、住民の方々は当該区間誇りを持つことができないと

思われる。 

修景後の効果については、住民・事業所で同様な 3 つの因子

に集約することができた。そして住民・事業所は、修景後の効果

を景観向上やマナー向上の他に「交流因子」などの心理側面でも

評価しており、修景によって景観が向上するだけではなく、地域

の交流が増加すると考えられる。 

現段階ではアンケート調査を行い分析にかけた段階であるが、

今後はアンケート調査によって得られた候補樹種とこれらの結

果を基に景観評価実験を実施し、コンジョイント分析などを用い

て樹種別に望ましいプロポーションを分析する。さらに、住民や

利用者に愛される道路にするための適切な維持管理も併せて提

案する予定である。 
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